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論文内容の要旨
[目的]











































対照群との比較では， FEV 1 %が，有意な低値を示した。この超硬合金製造労働者群は，これまで，
平均して， 126μg/nf (標準偏差 191μg/nf) のコバルトに 10年間(標準偏差 4 年)曝露されて
きた。
[総括]
濃度38μg/rrfのコバルトを含む超硬合金粉じんは， 6 時間曝露でも，人の気道に刺激を与え，努力
性肺活量を低下させる。一方，職業的にそれに曝露している労働者では，それに対する耐性が成立し，
平均85μg/rrfのコバルトを含む超硬合金の 7 時間の吸入でも，換気機能の変化は起きない。しかし，
平均 126μg/niのコバルト曝露下では，慢性的に気管支の閉そくが招来される可能性がある。
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論文の審査結果の要旨
本学位申請者は，ある合金工場のフィールド調査を継続的に行い，コバルト曝露に関連した呼吸器疾
患の存在を明らかにしてきた。予防医学の立場からの重要な課題のひとつは，コバルト濃度と疾患発生
(率)との量的関係を知り，その許容濃度を設定することである。そのために，計画された実験と調査
を行い，欧米の現行の許容濃度の下でも，障害の発生し得ることを示した。これは，職業病予防の上で
重要な知見であり，未だ日本で定められていない許容濃度を考えるのに大いに参考になる。
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